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１．はじめに 

 近年，高度経済成長期に建設された社会資本施

設は建設後 50年を経過し，老朽化が進んでおり，

劣化した RC構造物の補強法として，鋼板や FRP

による接着補強や，鉄筋を配置したセメントモル

タル吹付けによる増厚補強等が採用されている。   

一方，さらなる施工の合理化・省力化を目指し

て，鉄筋に替わる引張補強材として新たに鋼板格

子筋を開発した 1)。本論文ではこの展張タイプの

鋼板格子筋を実現場に適用した施工例を紹介する。 

２．補強計画 

（1）既設RCはり  

補強対象の既設 RCはりは写真-1の通り，延長

6,775mm，断面は幅 400mm，高さ 600mmで，コ

ンクリート劣化が進んでいる状況であり，既設配

筋と同量の鉄筋にて補強することが計画された。 

（2）展張格子鋼板筋  

補強鉄筋の代替として図-1 に示す展張格子鋼

板筋を提案し，採用された．補強計画断面を図-2

に示す。既設鉄筋は上筋，下筋とも 4-D22、スタ

ーラップは φ9@200である。当初計画補強鉄筋は

上筋，下筋とも 4-D22，スターラップは D10@200

であった。これに代替した展張格子鋼板筋は当初 

計画補強鉄筋以上の断面積を確保し、厚さ 12mm

の縞鋼板を用いて，主筋寸法は 12×33mm(断面積

396mm2)，配力筋寸法は 12×7mm(断面積 84 mm2)

とした(図中ａ，b および b’)。また，9mm間隔

ごとに 2×9mmの突起を設け，付着力を高める構

造とする。配置図を図-3に示し，展張格子鋼板筋

の材料特性値を表-1に示す。 

（3）乾式吹付用モルタル 

 現場での熱影響を考慮し,PCM2)ではなく，乾式

吹付用モルタルを用いた．その配合を表-2に示す。

圧縮強度は 53.5N/mm2であった。 

３．展張格子鋼板筋の工場製作 

縞鋼板にスリットを入れて展張した後，曲げ

加工した展張格子鋼板筋を仮組みした状況を写真

-2に示す。所定の寸法にて組立てられることを

確認した。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

表-1 展張格子鋼板筋の材料特性値 

 
降伏強度 降伏ひずみ 引張強度 ﾔﾝｸﾞ係数

(N/mm
2
) (×10

-6
) (N/mm

2
) (kN/mm

2
)

縞鋼板 342 1710 445

規格値 245以上 400～510
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図-1 展張格子鋼板筋 
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写真-1 既設RCはり 

図-3 展張格子鋼板筋の配置図 
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写真-2 仮組み状況 
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表-2 乾式吹付用モルタルの材料特性値 

 水結合比

プレミックス粉体 水 （％）

モルタル 2000 220 11

単位量(kg/m
3
)
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４．現地施工 

（1）補強方法 

展張格子鋼板筋による補強手順を写真-3 に示

す。まず，既設 RCはり(写真-3(a))に対し，電動

ハンマー等のはつり機にて既設かぶりの浮き箇所

をはつり，高圧洗浄にてはつり面の浮石や雑物を

除去する(写真-3(b))。そして，鉄筋の錆をサンダ

ーにて除去後，鉄筋防錆材を刷毛にて塗布し防錆

処理を行う(写真-3(c))。その後，展張格子鋼板筋

を固定するための架台取付け用アンカーをはり天

端に設置し(写真-3(d))，既設 RC面からの必要空

き寸法を確保した位置に展張格子鋼板筋を設置す

る(写真-3(e))。その後，乾式吹付用モルタルを吹

付け，充填状況を確認しながら，所定のかぶり厚

を確保して表面をコテで仕上げる(写真-3(f))。 

（2) 施工状況 

展張格子鋼板筋の設置，乾式吹付用モルタルの

現地施工状況を写真-4，5 に示す。設置は鉄筋工

ではなく，土工により施工可能であり，鉄筋工不

足への対応が可能となる工法である。吹付けはあ

らかじめ取り付けた定規にてかぶり厚を確認しな

がら，表面仕上げを行う。補強完成状況を写真-6

に示す。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

完成から４ヶ月経過後の状況を写真-7(a)，(b)

に示す。底面と側面は防熱目的のステンレス鋼板

が巻かれていて確認できないものの，コンクリー

ト上面は有害なひび割れは見られず，健全である。

展張格子鋼板筋による補強工法の実用性が確認で

きた。 
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写真-7 4ヶ月経過後 

(a)全体写真 (b)拡大写真    

写真-3 補強方法 

アンカー セット後のアンカー 

(a)現況写真 (b)はつり・研掃後 (c)鉄筋防錆処理後 

(d)アンカー設置後 (e)展張格子鋼板筋設置後 (f)吹付け仕上げ後 

写真-4 設置状況 写真-5 吹付け状況 写真-6 完成状況 
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